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自動車向け二次電池の世界市場を調査 

 

―２０５０年予測（２０２２年比）― 

■自動車向け二次電池の世界市場 ７４兆３,５５６億円（ ４.０倍） 

ｘＥＶシフトが進み駆動用が７２兆４,９６１億円、２０２２年比４.４倍 

 一方、補機用は１兆８,５９５億円、同１１.９％減 

 

 

総合マーケティングビジネスの株式会社富士経済（東京都中央区日本橋 社長 菊地 弘幸 03-3241-3470）は、

世界的なｘＥＶシフトにより、電池メーカーの積極的な投資や生産拡大で注目される自動車向け二次電池の世界

市場を調査した。その結果を「エネルギー・大型二次電池・材料の将来展望 2023 電動自動車・車載電池分野編」

にまとめた。 

この調査では、自動車向け二次電池市場を駆動用と補機用に分け、明らかにした。また、世界各国の補助金政策、

燃費規制、電池セルの大型化で注目される電池パックや電池モジュール・セル構成部材の市場についても整理し

た。 

 

＜調査結果の概要＞ 

■自動車向け二次電池の世界市場 

 ２０２３年見込 ２０２２年比 ２０５０年予測 ２０２２年比 

駆動用 ２１兆９,１５３億円 １３３.２％ ７２兆４,９６１億円 ４.４倍   

補機用  ２兆２,２３６億円 １０５.３％  １兆８,５９５億円 ８８.１％ 

合 計 ２４兆１,３８８億円 １３０.０％ ７４兆３,５５６億円 ４.０倍 

※市場データは四捨五入している 

走行の動力源となる駆動用は今後、ｘＥＶの需要増加に伴い市場の急拡大が予想される。世界各国の環境規制強

化や、２０３５年までに欧州の大半や中国などでＩＣＥＶ（内燃自動車）の販売禁止が実施される予定であり、自

動車メーカーは環境性に優れるＥＶを中心とした販売、新規投入に力を入れていく。２０５０年の市場は２０２２

年比４.４倍の７２兆４,９６１億円が予測される。市場をけん引している欧州、北米、中国は２０兆円前後の市場

規模まで拡大するとみられる。 

 

補機用はＩＣＥＶやＩＳＳＶ（アイドリングストップ自動車）、１２Ｖ系ＭＨＶ（マイルドハイブリッド自動車）

にはエンジン始動用として、４８Ｖ系ＭＨＶやＨＶ、ＰＨＶ、ＥＶおよびＦＣＶには電池システム（ＥＣＵ）起動

用として搭載される。自動車世界市場が半導体供給不足による減産から回復基調にあることから、２０２３年の市

場は前年比５.３％増の２兆２,２３６億円が見込まれる。今後中期的には、ＥＶが増えることで内燃自動車が減る

ものの、自動車生産台数が伸びていることから市場は堅調に推移していく。しかし、長期的には自動車生産台数の

伸びも徐々に鈍化していくとみられ、２０５０年に市場は２０２２年比で縮小が予想される。 
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＜注目市場＞ 

●車種別駆動用二次電池の世界市場 

 ２０２３年見込 ２０２２年比 ２０５０年予測 ２０２２年比 

ＥＶ向け １６兆５,１１３億円 １３１.８％ ６６兆３,０１２億円 ５.３倍 

ＥＶトラック・バス向け    ８,６６０億円 １１４.８％  ３兆１,６３５億円 ４.２倍 

ＨＶ向け    ６,１４６億円 １１２.４％    ５,８５５億円 １０７.１％ 

ＥＶ向けは、２０２３年以降にＥＶを購入する消費者が税額控除を受けられる米国の「インフレ抑制法」や欧州

などの環境規制の強化による市場成長が予想される。また、カーボンニュートラル実現に向けたＥＶシフト戦略を

背景とした、ＥＶモデルの大幅な投入増加が予想される。日本、欧州、米国、中国などによるＩＣＥＶの販売終了

によってＥＶが中心になるとみられる。多くの国がカーボンニュートラルの実現目標とする２０５０年の市場は

２０２２年比５.３倍の６６兆３,０１２億円が予測される。 

 

ＥＶトラック・バス向けは、中国が大型ＥＶトラックの積極的な導入を始めたことから市場が拡大した。現在も

ＥＶトラック向けが市場の中心となっている。今後は燃費規制の強化などに伴い、欧州や北米の需要拡大が予想さ

れる。また、物流におけるカーボンニュートラル実現を目的としたＥＶ化、都市の環境対策として公共交通機関の

ＥＶ化が想定され、市場は２０５０年に２０２２年比４.２倍の３兆１,６３５億円が予測される。 

 

ＨＶ向けの市場は、２０２３年に前年比１２.４％増の６,１４６億円が見込まれる。近年、ＥＶ需要の拡大でＨ

Ｖ需要の低下がみられるものの、燃費規制強化などの対策として、研究開発が続くと想定されるため、当面は電動

自動車の主力車種として、好調を維持すると予想される。将来的にはＥＶシフトに伴い、欧州主要国や中国のＨＶ

需要は縮小していくとみられるが、新興国では一定の需要が期待される。また、日本においても２０３５年までに

乗用車の新車販売は電動車率１００％を目指す政府方針や、２０３０年以降ＩＣＥＶの新車販売禁止を打ち出す

東京都の政策などが、ＨＶ需要の増加に作用すると予想される。そのためＨＶ向け市場は２０５０年に２０２２年

比７.１％増の５,８５５億円が予測される。 

 

●ＣＭＵの世界市場 

２０２３年見込 ２０２２年比 ２０５０年予測 ２０２２年比 

４,７７４億円 １３４.３％ ２兆４,１７０億円 ６.８倍 

ＣＭＵ（Cell Management Unit）とは、ＬｉＢなどの電池セルの電圧や電流、温度などを測定して、管理するた

めのユニットであり、１個で複数の電池セルの監視が可能で、セル数によって自動車へ搭載される個数が変化す

る。市場はｘＥＶに搭載される電池のセル数に依存するため、ｘＥＶ市場と連動する。特に、ＥＶはセル搭載数が

多く、搭載容量が大きいことから影響が強い。 

２０２３年以降の環境規制強化、また、カーボンニュートラル実現に向けたＩＣＥＶ／ＩＳＳＶからのシフトに

よるｘＥＶ市場の伸長を背景に、市場拡大が予想される。ただし、近年は直接電池セルを電池パックに統合し、電

池パックの空間利用率とエネルギー密度を効果的に向上させるＣｅｌｌ ｔｏ ＰＡＣＫ技術が採用トレンドに

なっており、ＥＶを中心に１台当たりのセル搭載数の減少に伴い、ＣＭＵも減少するため、長期的にはｘＥＶ市場

の伸びほどの市場成長率は期待できない。  



本件に関するお問合せ：広報部 （Tel.03-3241-3473 Fax.03-3241-3487またはmail address：koho@fuji-keizai.co.jp）  

＜調査対象＞ 

二次電池 

・鉛電池（Pb） ・電気二重層キャパシタ（EDLC） 

・ニッケル水素電池（NiMH） ・リチウムイオンキャパシタ（LiC） 

・リチウムイオン電池（LiB） ・その他次世代電池 

  

駆動用電池／補機用電池搭載車両 

・ＭＨＶ（12V系/48V系マイルドハイブリッド自動車） ・ＦＣＶ（燃料電池自動車） 

・ＨＶ（ハイブリッド自動車） ・ＨＶ／ＰＨＶトラック・バス 

・ＰＨＶ（プラグインハイブリッド自動車） ・ＥＶトラック・バス 

・ＥＶ（電気自動車）  

駆動用電池搭載車両 

・マイクロＥＶ（ミニカー、超小型モビリティ） 

補機用電池搭載車両 

・ＩＣＥＶ（内燃自動車）、ＩＳＳＶ（アイドリングストップ自動車） 

 

車載電池モジュール・セル構成部材 

・ＣＭＵ（Cell Management Unit） ・ＬｉＢ／次世代電池用負極活物質 

・ｘＥＶバッテリー用高圧ハーネス ・ＬｉＢ／次世代電池用電解液 

・ＬｉＢ／次世代電池用セル筐体 ・ＬｉＢ／次世代電池用セパレータ 

・高圧電流遮断器（パイロヒューズ） ・ＬｉＢ／次世代電池用正極集電体 

・ＬｉＢ／次世代電池用正極活物質 ・ＬｉＢ／次世代電池用負極集電体 

 

＜調査方法＞ 

富士経済専門調査員による参入企業および関連企業・団体などへのヒアリングおよび関連文献調査、社内データベースを併用 

 

＜調査期間＞ 

２０２３年７月～９月 

     以上 

資 料 タ イ ト ル ： 「エネルギー・大型二次電池・材料の将来展望 2023 電動自動車・車載電池分野編」 

体 裁 ： Ａ４判 ２４４頁 

価 格 ： 書籍版 １９８,０００円（税抜１８０,０００円） 

  書籍／ＰＤＦ＋データ版セット ２４２,０００円（税抜２２０,０００円） 

  ネットワークパッケージ版 ３９６,０００円（税抜３６０,０００円） 
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